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長野自動車道　安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事　契約参考図書　図面目録　（１／１）

図　　番 図　面　名　称 図　　番 図　面　名　称

安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 下部工排水装置

安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 下部工検査路

安曇野北インターチェンジランプ橋 橋名板・橋歴板

数量総括表

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工検査路

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工検査路

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 地盤改良工

安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工排水装置

安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工検査路

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工排水装置



施工会社名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

図面番号

　

数量総括表

-

数量総括表

長 野 自 動 車 道

東日本高速道路株式会社　関東支社

長 野 工 事 事 務 所

安曇野北インターチェンジランプ橋(鋼上部工)工事

事務所名
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S=1:600安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置(その1)(参考図)

平面図
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図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 上部工排水装置(その1)(参考図)
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安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置(その2)(参考図)
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断面図

S=1:100
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図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 上部工排水装置(その2)(参考図)
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S=1:100安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置(その3)(参考図)
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図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 上部工排水装置(その3)(参考図)
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S=1:100安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置(その4)(参考図)
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図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 上部工排水装置(その4)(参考図)
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S=1:100安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置(その5)(参考図)
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図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 上部工排水装置(その5)(参考図)
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S=1:100安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置(その6)(参考図)
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S=1:100安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置(その7)(参考図)
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S=1:100安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置(その9)(参考図)
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S=1:100安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置(その10)(参考図)
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S=1:100安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置(その12)(参考図)
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S=1:100安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置(その13)(参考図)
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S=1:100安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置(その14)(参考図)
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A1-P4 上部工排水装置(その14)(参考図)

9815

15  / 98



S=1:100安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置(その15)(参考図)

56255.1 55302.2

8000 8900

8000 8900 4x5100=20400

DR19

DR20

DR21
SDR8

SDR9

10200 10200

▽550.845

▽550.491
▽550.287

▽550.083
▽549.879

26448.6 770 4600 770 1700

2633.6 1000300 1000 2800 800 700 1000

1000 1800

800 1735.4 300 2300 1800 3800 2008.2 300 2800 1800 3800 1508.2

1000 1300
2004.1 1795.9

1000 1800
1504.1 2295.9

1300 1000 1800 800 3000 1400 1100 800 900 900 1000 1300 850 1200 1900 1900 1000 1000 1200 2000 800 800 1000 2000 1600 800

D16
P3

D17
C14

D18
C15

D19

1
2
9
1

1
2
4
2

1
2
4
2

1
2
4
2

1
2
4
2

t=18
t=18

t=16

t=14

▽549.554

▽549.249
▽549.045

▽548.841

▽548.637

B3
B3

B4 B4 B4
B4

B4 B4 B4

B3
B4

B3 B3 B3 B3 B3
B1

B1

B1

B1
B1

B1

3

3

20

21

22

44

45

T18

T19

T20

N4
N5

49448

支間長(G2上)

スラブドレン間隔(G2L上)

排水桝間隔(G2L上)

支持金具間隔(G2L上)

10.0%

DR19

1000 2970

120 880 1170

600

L3 R3

1
2
9
1

2
0

3
1
5
.
6

4
6
9
.
4

8
8

2.00%

G2G2L G2R

800

3
9
8

▽550.845

▽550.848
▽550.905

▽550.040

▽549.554

5 1084.4

200 884.4 893.5

H27
K27

T18

断面図 S=1:60

EX1

EX1

EX1

1  2-VP 200Ax4000(スリーブ付)

3  3-VP 200Ax2000(スリーブ付)

2  1-VP 200Ax3000(スリーブ付)

直管

 1 - Y7

 1 - L6

  1 - 10 - EX1

44  1-VP 200Ax4000(スリーブ付)

H22  1 - K22

 1 - K23

45  1-VP 200Ax4000(スリーブ付)

46  1-VP 200Ax4000(スリーブ付)

 1 - T14

 1 - EX2

加工管 支持金具 伸縮継手

16  1-VP 200Ax2858(スリーブ付)

17  2-VP 200Ax2552(スリーブ付)

18  1-VP 200Ax3753(スリーブ付)

 1 - T1519  1-VP 200Ax2784(スリーブ付)

20  1-VP 200Ax1885(スリーブ付)  1 - T16

 1 - T17

 1 - S2

 1 - T19

 1 - T20

 1 - N4

 1 - N5

 1 - T21

 1 - T22

  1 - H23

L7

 1 - L7

 1 - T1821  1-VP 200Ax2158(スリーブ付)

22  1-VP 200Ax1658(スリーブ付)

23  1-VP 200Ax2185(スリーブ付)

24  1-VP 200Ax1911(スリーブ付)

4.00%

3.00%

t=16

B6 B6
B6

DR19
L3

R3

G2L

G2

G2R

P3

4
0
0

7
7
0

1
1
7
0

1
8
0
0

1
0
0
0

1000 1800

2800
1000

800

4600
770 700 1000

77010003002633.6

平面図

B6 B6
B6

T18

N4

N5

 1 - N6

 1 - L11

K
.
L

 1 - Y8

29 - B1

 2 - B2

21 - B3

 8 - B4

 3 - B6

 1 - B10

 3 - B11

 2 - S4

 1 - S6

 1 - S9

 1 - K24  1 - H24

 1 - K25  1 - H25

 1 - K26  1 - H26

 1 - K27  1 - H27

 1 - K28  1 - H28

 1 - K29  1 - H29

 1 - K30  1 - H30

 1 - K31  1 - H31

 1 - K32  1 - H32

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 上部工排水装置(その15)(参考図)
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S=1:100安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置(その16)(参考図)
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A1-P4 上部工排水装置(その16)(参考図)
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直管詳細
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S=1:40安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置(その19)(参考図)

加工管詳細

T18

製作数:1

3.00%

200

1000

3000

2000

9
5
5
.
4

1
3
2

4
6
9
.
4

8
8

3
9
8

9
5
5
.
4

φ
21

6

200 884.4
1084.4

5
蓋
塩ビ溶接

893.5

φ165

880 800

R6
00

3000

1
9
7
7
.
9

5

2
0
0

8
8
4
.
4

1000 2000

200

8
9
3
.
5

K.L

T11

製作数:1

1
3
2

4
6
9
.
4

8
8

4
1
2

9
6
9
.
4

φ165

880 800

200 884.4
1084.4

5
蓋
塩ビ溶接

899.9

9
6
9
.
4

3.00%

6
5
0

φ216

2673.6
1373.5 1300.1

200

R400

FRP補強

R600

2673.6

1
9
8
3
.
3

5

2
0
0

8
8
4
.
4

1300.11373.5

200

8
9
8
.
9

K.L

T7

製作数:1

1
3
2

4
6
9
.
4

8
8

3
4
8

9
0
5
.
4

φ165

880 800

200 884.4
1084.4

5
蓋
塩ビ溶接

10.0%
10.0%

10.0%

5.00%

872.4

R
6
0
0

9
0
5
.
4

200

1000
1500

2500

φ
21

6

R600

2500

1
9
5
6
.
8

5

2
0
0

8
8
4
.
4

10001500

200

8
7
2
.
4

K.L

100

1
0
0

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 上部工排水装置(その19)(参考図)

9820

20  / 98



S=1:40安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置(その20)(参考図)
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S=1:40安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置(その21)(参考図)
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S=1:40安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置(その22)(参考図)

加工管詳細
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S=1:20安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置(その23)(参考図)
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2.※印以外の部材は、全て溶融亜鉛めっき処理とする。
　亜鉛の膜厚は、
　鋼板・形鋼    1≦ｔ＜2  JIS H 8641 HDZT49
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S=1:10安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工排水装置(その26)(参考図)
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材 料 表
番号 部 品 名 称 材　　　質 寸　　　　法 個数 質 量 備　　　　　考

1 本体上部 SS400 458*318*100 1 13.4 溶融亜鉛めっき(HDZT77)

2 本体下部 FRP 520*380*390 1 9.0

3 グレーチング SS400 431*290*55 1 12.1 溶融亜鉛めっき(HDZT77)，フラットバー含む

4 アンカーバー SS400 φ16*110 4 0.7

5 調整ボルト M16*L 4 0.9

6 調整ボルト M16*L 2 0.6

7

8 クラドレーン ポリエステル φ20 1 ―

9 固定ボルト M12*30 4 0.2

10 アイボルト M8 1 ―

チェーン φ5*150 1 ―

１組分の合計質量 36.9 kg

11 2-シャックル含む

ナット含む

ナット含む

型枠管 PVC VUφ200 1 ―

SUS304

SUS304

SUS304

SUS304

SUS304

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 上部工排水装置(その26)(参考図)
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安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工排水装置(その1)(参考図) S=1:100
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図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 下部工排水装置(その1)(参考図)
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安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工排水装置(その2)(参考図) S=1:100
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図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 下部工排水装置(その2)(参考図)
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安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工排水装置(その3)(参考図) S=1:100
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図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 下部工排水装置(その3)(参考図)
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安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工排水装置(その4)(参考図) S=1:40
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1.特記なき材質は全てSS400とする。
注記

2.部材は、全て溶融亜鉛めっき処理とする。
　亜鉛の膜厚は、
　鋼板・形鋼    1≦ｔ＜2  JIS H 8641 HDZT49

3.ナットは、全てゆるみ止め機能付ナットを使用する。

　              2≦ｔ＜3  JIS H 8641 HDZT56
　              3≦ｔ＜5  JIS H 8641 HDZT63
                5≦ｔ＜6  JIS H 8641 HDZT70
　              6≦ｔ     JIS H 8641 HDZT77
　ボルト・ナット類は、    JIS H 8641 HDZT49とする。
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／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 下部工排水装置(その4)(参考図)
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※ ★部は開口部とし、梯子を設置する｡

全体配置図

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工検査路(その1)(参考図)　S=1:600
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注記）

1.検査路、梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。
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平 面 図

S=1:200断面図

上部工検査路
(橋軸直角方向)

上部工検査路

上部工検査路
(橋軸直角方向)

検査路ユニット総括表

ユニット番号 ユニット長

(mm)

ユニット幅

(mm)

主桁サイズ

(mm)

ユニット数

（基）

延　　長

(mm)

    KA(橋軸方向)

1 KA-1 8660 669 H=230 1 8660

2 KA-2 8770 669 H=230 3 26310

3 KA-3 8770 669 H=230 1 8770

4 KA-4 9010 669 H=230 1 9010

5 KA-5 9060 669 H=230 3 27180

6 KA-6 9060 669 H=230 1 9060

7 KA-7 9100 669 H=230 1 9100

8 KA-8 9050 669 H=230 1 9050

9 KA-9 9060 669 H=230 1 9060

10 KA-10 9100 669 H=230 2 18200

11 KA-11 9160 669 H=230 1 9160

12 KA-12 8910 669 H=230 1 8910

13 KA-13 8910 669 H=230 2 17820

14 KA-14 8900 669 H=230 1 8900

15 KA-15 8830 669 H=230 1 8830

16 KA-16 8530 669 H=230 1 8530

KA 小計 22 196550

    KB(橋軸直角方向)

1 KB-1 7010 669 H=230 1 7010

2 KB-2 6930 669 H=230 1 6930

KB 小計 2 13940

合　計 24 210490

梯子総括表

梯子長

(mm)

基  数

（基）

アンカー本数

(本)

1 梯子 A 2200 2 8

2 梯子 B 2150 2 -

3 梯子 C 2150 1 -

4 梯子 D 2150 1 -

5 梯子 E 2150 1 -

6 梯子 F 2150 1 -

7 梯子 G 2200 12 -
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A1-P4 上部工検査路(その1)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

9832
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標準部ユニット図

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工検査路(その2)(参考図)　S=1:40

注記）

1.検査路の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。
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A1-P4 上部工検査路(その2)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

9833
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中間支点部ユニット図

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工検査路(その3)(参考図)　S=1:60

P2

注記）

1.検査路、梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。
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A1-P4 上部工検査路(その3)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

9834
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端支点部ユニット図(1)

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工検査路(その4)(参考図)　S=1:40

注記）

1.検査路、梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。
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／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

9835
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端支点部ユニット図(2)

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工検査路(その5)(参考図)　S=1:40

注記）

1.検査路、梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。
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A1-P4 上部工検査路(その5)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

9836
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橋軸直角方向ユニット図(1)

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工検査路(その6)(参考図)　S=1:40

注記）

1.検査路の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。
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A1-P4 上部工検査路(その6)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道
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橋軸直角方向ユニット図(2)

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工検査路(その7)(参考図)　S=1:40

注記）

1.検査路の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。
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A1-P4 上部工検査路(その7)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道
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各部詳細図(1)

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工検査路(その8)(参考図)　S=1:20

注記）

1.検査路の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。
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A1-P4 上部工検査路(その8)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

9839
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梯子詳細図(1)

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工検査路(その9)(参考図)　S=1:20

注記）

1.梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。
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4

A1-P4 上部工検査路(その9)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

9840
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梯子詳細図(2)

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工検査路(その10)(参考図)　S=1:20
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注記）

1.梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

A1-P4 上部工検査路(その10)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

9841
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梯子詳細図(3)

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工検査路(その11)(参考図)　S=1:20
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注記）

1.梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

A1-P4 上部工検査路(その11)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

9842

42  / 98



梯子詳細図(4)

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 上部工検査路(その12)(参考図)　S=1:20
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注記）

1.梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。
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A1-P4 上部工検査路(その12)参考図

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

9843

43  / 98



安曇野北インターチェンジランプ橋 A1～P4 上部工検査路(その13)(参考図)

注記

1.特記なき材質は、全て SS400とする。

2.特記なきスカーラップは、全て50Rとする。

  ボルト径+3mmを標準とする。

　ボルト・ナット類は、JIS H 8641 HDZT49とする。

　           6≦ｔ     JIS H 8641 HDZT77

             5≦ｔ＜6  JIS H 8641 HDZT70

　           3≦ｔ＜5  JIS H 8641 HDZT63

　           2≦ｔ＜3  JIS H 8641 HDZT56

　鋼板・形鋼    1≦ｔ＜2  JIS H 8641 HDZT49

　亜鉛の膜厚は、

4.ボルト孔は、メッキ付着量を考慮し、

3.※印の部材は、全て溶融亜鉛めっきとする。

※ 1-FLG PL  211x9x760(SM400A)

※ 1-BASE PL 300x9x780(SM400A)

※ 1-RIB PL  201x9x271(SM400A)

※ 8-打込式アンカー M16x125

※ 2-BN M16x45(2-W)

※ 1-RIB PL  100x9x271(SM400A)

※ 1-RIB PL  201x9x271(SM400A)

※ 1-FLG PL  211x9x760(SM400A)

※ 1-BASE PL 300x9x780(SM400A)

※ 1-RIB PL  100x9x271(SM400A)

※ 2-BN M16x45(2-W)

※ 8-打込式アンカー M16x125

S=1:10
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／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 上部工検査路(その13)(参考図)
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注記

1.特記なき材質は、全て SS400とする。

2.特記なきスカーラップは、全て50Rとする。

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1～P4 上部工検査路(その14)(参考図)
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S=1:10
／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 上部工検査路(その14)(参考図)
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注記

1.特記なき材質は、全て SS400とする。

2.特記なきスカーラップは、全て50Rとする。

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1～P4 上部工検査路(その15)(参考図)
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S=1:10
／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 上部工検査路(その15)(参考図)
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注記

1.特記なき材質は、全て SS400とする。

2.特記なきスカーラップは、全て50Rとする。

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1～P4 上部工検査路(その16)(参考図)
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端支点横桁 S2(橋軸直角方向)端支点横桁 S1(橋軸直角方向)

S=1:10
／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 上部工検査路(その16)(参考図)
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※()鋼材長さはP3支点とする。

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1～P4 上部工検査路(その17)(参考図) S=1:10
／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 上部工検査路(その17)(参考図)
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注記）

1.検査路、梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

  ブラケットの表面処理は､熱硬化性アクリル樹脂系または

  これと同等以上の塗料による膜厚30μm以上の塗装とする。

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工検査路(その1)(参考図)　S=1:50

A1橋台 配置図

2.000%
3.000%

3.000%

検査路ユニット総括表　A1橋台

ユニット番号 ユニット長

(mm)

ユニット幅

(mm)

主桁サイズ

(mm)

ユニット数

（基）

延　　長

(mm)

1 A1-1 1750 669 H=100 1 1750

2 A1-2 1750 1069 H=100 1 1750

3 A1-3 1750 819+250 H=68.5, 100 1 1750

4 A1-4 2500 669 H=100 2 5000

5 A1-5 1750 1069 H=100 1 1750

6 A1-6 1750 819+250 H=68.5, 100 1 1750

7 A1-7 1510 669 H=100 1 1510

8 A1-8 2300 669 H=100 1 2300

9 A1-9 2300 669 H=100 1 2300

合　計 10 19860
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4 ブラケットB2 2 10

5 ブラケットC 2 14

梯子総括表　A1橋台
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1 梯子 A 1600 1 4
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／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 下部工検査路(その1)(参考図)
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2.000%

平 面 図

D

D

B B

注記）

1.検査路、梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

  ブラケットの表面処理は､熱硬化性アクリル樹脂系または

  これと同等以上の塗料による膜厚30μm以上の塗装とする。

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工検査路(その2)(参考図)　S=1:50

P1橋脚 配置図
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検査路ユニット総括表　P1橋脚

ユニット番号 ユニット長

(mm)

ユニット幅

(mm)

主桁サイズ

(mm)

ユニット数

（基）

延　　長

(mm)

1 P1-1 1760 669 H=100 4 7040

2 P1-2 2500 669 H=100 6 15000

3 P1-3 2409 669 H=100 2 4818

4 P1-4 2409 669 H=100 2 4818

合　計 14 31676

ブラケット総括表　P1橋脚

ブラケット数

（本）

アンカー本数

(本)

1 ブラケットA1 8 48

2 ブラケットA2 10 60

梯子総括表　P1橋脚

梯子長

(mm)

基  数

（基）

アンカー本数

(本)

1 ステップ A - 2 4

2 取っ手 A - 1 2

付帯設備他総括表　P1橋脚

設置数

(枚)

1 渡り板 A(CUT) 4
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／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 下部工検査路(その2)(参考図)
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注記）

1.検査路、梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

  ブラケットの表面処理は､熱硬化性アクリル樹脂系または

  これと同等以上の塗料による膜厚30μm以上の塗装とする。

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工検査路(その3)(参考図)　S=1:50

P2橋脚 配置図
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検査路ユニット総括表　P2橋脚

ユニット番号 ユニット長

(mm)

ユニット幅

(mm)

主桁サイズ

(mm)

ユニット数

（基）

延　　長

(mm)

1 P2-1 2020 669 H=100 1 2020

2 P2-2 2500 669 H=100 6 15000

3 P2-3 1500 669+250 H=68.5, 100 1 1500

4 P2-4 2409 669 H=100 2 4818

5 P2-5 2409 669 H=100 1 2409

6 P2-6 1760 669 H=100 2 3520

7 P2-7 2659 669 H=100 1 2659

合　計 14 31926

ブラケット総括表　P2橋脚

ブラケット数

（本）

アンカー本数

(本)

1 ブラケットA1 7 42

2 ブラケットA2 7 42

3 ブラケットD1 1 5

4 ブラケットD2 2 10

5 ブラケットD3 1 5

梯子総括表　P2橋脚

梯子長

(mm)

基  数

（基）

アンカー本数

(本)

1 ステップ A - 2 4

2 取っ手 A - 1 2

付帯設備他総括表　P1橋脚

設置数

(枚)

1 渡り板 A(CUT) 4

2 躯体側用塞ぎ板 A 1

3 躯体側用塞ぎ板 B 1

4 躯体側用塞ぎ板 C 1

5 躯体側用塞ぎ板 D 1
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／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 下部工検査路(その3)(参考図)
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注記）

1.検査路、梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

  ブラケットの表面処理は､熱硬化性アクリル樹脂系または

  これと同等以上の塗料による膜厚30μm以上の塗装とする。

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工検査路(その4)(参考図)　S=1:50

P3橋脚 配置図
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検査路ユニット総括表　P3橋脚

ユニット番号 ユニット長

(mm)

ユニット幅

(mm)

主桁サイズ

(mm)

ユニット数

（基）

延　　長

(mm)

1 P3-1 1760 669 H=100 4 7040

2 P3-2 2500 669 H=100 6 15000

3 P3-3 2409 669 H=100 2 4818

4 P3-4 2409 669 H=100 2 4818

合　計 14 31676

ブラケット総括表　P3橋脚

ブラケット数

（本）

アンカー本数

(本)

1 ブラケットA1 8 48

2 ブラケットA2 10 60

梯子総括表　P3橋脚

梯子長

(mm)

基  数

（基）

アンカー本数

(本)

1 ステップ A - 2 4

2 取っ手 A - 1 2

付帯設備他総括表　P3橋脚

設置数

(枚)

1 渡り板 A(CUT) 4
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ステップ A

取っ手 A

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 下部工検査路(その4)(参考図)
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注記）

1.検査路、梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

  ブラケットの表面処理は､熱硬化性アクリル樹脂系または

  これと同等以上の塗料による膜厚30μm以上の塗装とする。

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工検査路(その5)(参考図)　S=1:50

P4橋脚 配置図(1)
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検査路ユニット総括表　P4橋脚

ユニット番号 ユニット長

(mm)

ユニット幅

(mm)

主桁サイズ

(mm)

ユニット数

（基）

延　　長

(mm)

1 P4-1 2549 869 H=100 1 2549

2 P4-2 2000 1119 H=100 1 2000

3 P4-3 2000 669 H=100 4 8000

4 P4-4 2000 669 H=100 1 2000

5 P4-5 1750 869+250 H=68.5, 100 1 1750

6 P4-6 1750 1119 H=100 1 1750

7 P4-7 1750 669 H=100 1 1750

8 P4-8 2598 1219 H=100 1 2598

9 P4-9 1500 669 H=100 2 3000

10 P4-10 2380 669 H=100 1 2380

11 P4-11 1750 919 H=100 2 3500

12 P4-12 1750 919 H=100 1 1750

13 P4-13 1730 919 H=100 1 1730

14 P4-14 2429 669 H=100 1 2429

15 P4-15 2500 669 H=100 1 2500

16 P4-16 2500 669 H=100 1 2500

合　計 21 42186

P4-3P4-11P4-12P4-3P4-3P4-11P4-13

P4-14

P4-15

ブラケット総括表　P4橋脚

ブラケット数

（本）

アンカー本数

(本)

1 ブラケットA1 1 6

2 ブラケットA2 5 30

3 ブラケットD4 2 10

4 ブラケットD5 2 10

5 ブラケットD6 1 5

6 ブラケットD7 1 5

7 ブラケットE 1 8

8 ブラケットF1 2 14

9 ブラケットF2 1 7

10 ブラケットG1 1 5

11 ブラケットG2 1 5

12 ブラケットH1 2 10

13 ブラケットH2 1 5

14 ブラケットI 1 8

15 ブラケットJ 1 7

16 ブラケットK 2 10

梯子総括表　P4橋脚

梯子長

(mm)

基  数

（基）

アンカー本数

(本)

1 梯子 B 1900 1 4

2 梯子 C 6400 1 12

3 梯子 D 5350 1 4

4 梯子 E 1350 1 6

5 取っ手 B 700 1 4

付帯設備他総括表　P4橋脚

設置数

1 マンホール A 1(基)

2 渡り板 A(CUT) 4(枚)

3 躯体側用塞ぎ板 A 1(枚)

4 躯体側用塞ぎ板 E 1(枚)

5 躯体側用塞ぎ板 F 1(枚)
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7 躯体側用塞ぎ板 H 1(枚)

8 躯体側用塞ぎ板 I 1(枚)

9 躯体側用塞ぎ板 J 2(枚)

10 躯体側用塞ぎ板 K 1(枚)

11 躯体側用塞ぎ板 L 1(枚)

12 躯体側用塞ぎ板 M 1(枚)
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4.600%

注記）

1.検査路、梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

  ブラケットの表面処理は､熱硬化性アクリル樹脂系または

  これと同等以上の塗料による膜厚30μm以上の塗装とする。

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.梯子は▽部を現場接合とする。

7.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工検査路(その6)(参考図)　S=1:50

P4橋脚 配置図(2)
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注記）

1.検査路の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

  ブラケットの表面処理は､熱硬化性アクリル樹脂系または

  これと同等以上の塗料による膜厚30μm以上の塗装とする。

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工検査路(その7)(参考図)　S=1:10

各部詳細図(1)
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注記）

1.検査路の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

  ブラケットの表面処理は､熱硬化性アクリル樹脂系または

  これと同等以上の塗料による膜厚30μm以上の塗装とする。

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工検査路(その8)(参考図)　S=1:10
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注記）

1.ブラケットの表面処理は､熱硬化性アクリル樹脂系または

  これと同等以上の塗料による膜厚30μm以上の塗装とする。

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工検査路(その9)(参考図)　S=1:10
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株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 下部工検査路(その9)(参考図)

9857

57  / 98



1
6
0 7

5-φ19孔

8

PL15
A5083P-O

3
5
0

15

1045

1030

7

160

1
6
0

1
0

1
4
0

1
0

H160x160x7/10
A6005CS-T5

15

123593314

1030

4-φ19孔

2
9
0

ブラケットD3
(製作数:1組)

37359364

15

123593314

1030

4-φ19孔

2
9
0

ブラケットD2
(製作数:2組)

37359364

151030

1
3
0

3
0

1
6
0

2-φ19孔

2
9
0

ブラケットD1
(製作数:1組)

37359364

151030

1
0
0

3
0

1
6
0

4-φ19孔

2
9
0

ブラケットD5
(製作数:2組)

12384364

3
0

15

123593314

1030

4-φ19孔

2
9
0

ブラケットD6
(製作数:1組)

12384364

151030

2-φ19孔

2
9
0

ブラケットD7
(製作数:1組)

12384364

注記）

1.ブラケットの表面処理は､熱硬化性アクリル樹脂系または

  これと同等以上の塗料による膜厚30μm以上の塗装とする。

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工検査路(その10)(参考図)　S=1:10
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注記）

1.ブラケットの表面処理は､熱硬化性アクリル樹脂系または

  これと同等以上の塗料による膜厚30μm以上の塗装とする。

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工検査路(その11)(参考図)　S=1:10
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設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 下部工検査路(その11)(参考図)

9859

59  / 98



注記）

1.ブラケットの表面処理は､熱硬化性アクリル樹脂系または

  これと同等以上の塗料による膜厚30μm以上の塗装とする。

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工検査路(その12)(参考図)　S=1:10
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注記）

1.梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.強度区分の表記無きボルト類はA2-50以上とする。

　ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.※部梯子幅は防寒着対応仕様とする。

6.梯子は▽部を現場接合とする。

7.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

梯子詳細図(1)

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工検査路(その13)(参考図)　S=1:10
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注記）

1.梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.強度区分の表記無きボルト類はA2-50以上とする。

　ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.※部梯子幅は防寒着対応仕様とする。

6.板材の表面処理はアクリル樹脂焼付塗装とする。

7.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

梯子詳細図(2)

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工検査路(その14)(参考図)　S=1:10
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図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 下部工検査路(その14)(参考図)
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注記）

1.梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.強度区分の表記無きボルト類はA2-50以上とする。

　ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.※部梯子幅は防寒着対応仕様とする。

6.板材の表面処理はアクリル樹脂焼付塗装とする。

7.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

梯子詳細図(3)

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工検査路(その15)(参考図)　S=1:10
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図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 下部工検査路(その15)(参考図)
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マンホールA詳細図
(製作数:1組)

注記）

1.マンホールについては､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

　若しくは､熱硬化性アクリル樹脂系またはこれと同等以上の塗料による

　膜厚30μm以上の塗装とする。

2.強度区分の表記なきボルト類はA2-50以上とする。ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナット類は全て弛み止めナットとする。

安曇野北インターチェンジランプ橋 A1-P4 下部工検査路(その16)(参考図)　S=1:5
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図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

A1-P4 下部工検査路(その16)(参考図)
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安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工排水装置(その1)(参考図)
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図面の種類
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設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号
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図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

9866
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安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工排水装置(その2)(参考図) S=1:100
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C7

P4-A2 上部工排水装置(その2)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道
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安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工排水装置(その3)(参考図) S=1:100
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P4-A2 上部工排水装置(その3)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道
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安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工排水装置(その4)(参考図) S=1:100
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4.5%
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18

18  1-VP 200Ax1775(スリーブ付)

P4-A2 上部工排水装置(その4)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

9869
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安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工排水装置(その5)(参考図) S=1:100
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P4-A2 上部工排水装置(その5)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

9870

70  / 98



DL1 DL2

10.0%

▽545.701<547.735>

445 2755<2480.4>

50 2305<2030.4>

SDL5

G1L

L2L1

1
5
2
1
<
1
6
7
8
>

400

8.0<5.8>%

2
5
0

2
3
0
.
5

<
2
0
3
>

SDL5<SDL1>

フレキシブルチューブ L=2.8<2.7>m

8
0
0

1
4
5
0

▽544.180<546.057>

< SDL1 >

2
4
0
.
5

<
4
2
5
>

S5

10.0%

▽Z1

445 L1

50 L2

SDLn

G1L

L2L1

L
3

400

i%

L
5

L
4

SDL2～SDL4,SDL6～SDL8

フレキシブルチューブ L=LL1m

8
0
0

1
4
0
0

▽Z2

2170

8.0%
▽546.665

R3L3

1000

120 400

3
5
4
7

6
0
0

1
0
0
0

1
6
5

5
0
6
.
6

3
2
8
.
4

1
0
0

5
0
0

▽543.118

G2L

3
0
0

1650

10.0%

200
1658.2

1
7
2

DR1

758.2 900

H2
K2

S2

DR2

2170

i%

R3L3

1000

50 200

L
1

G2L

1
4
0
0

1920

SDR2～SDR4,SDR6～SDR8

L
2

1
9
2

8
0
0

フレキシブルチューブ L=LL1m

▽Z1

▽Z2

2170

8.0<5.7>%

R3L3

1000

50 200

1
2
1
0
<
1
2
2
7>

G2L

1
7
3
0

1920

SDR5<SDR1>

2
5
1
.
9

<
2
6
8
.
9
>5
7
.
6

6
5
0
.
5

フレキシブルチューブ L=2.3m

▽546.270<548.178>

▽545.060<546.951>

1929.6

1920.9

SDR4 < SDR1 > SDLn

2587.8 2137.8SDL2

L1 L2SDLn

1619

L3

213.8

L4

605.2

L5

3.2

LL1

2714.8 2264.8SDL3 1540 226.5 513.5 3.1

SDL4 1505 474.5 3.0

2755
SDL6 1516

230.5
485.5 3.0

SDL7 1511 480.5 3.0

SDL8 1505 474.5 3.0

2305

6.6

i

7.6

8.0

547.349

Z1

546.891

546.452

545.361

544.925

544.512

545.730

Z2

545.351

544.947

543.845

543.414

543.007

SDR2

SDRn

SDR3

SDR4

SDR6

SDR7

SDR8

547.805

Z1

547.425

547.045

545.874

545.479

545.083

546.515

Z2

546.066

545.616

544.590

544.121

543.651

2.6

LL1

2.6

2.7

2.6

2.6

2.7

1290

L1

1359

1429

1284

1358

1432

298

L2

367

437

292

366

440

6.7

i

7.8

8.0

断面図

S4

S7

< S3 >

S8

< S6 >

2316.5
2316.510.0%

▽542.498

▽546.041

445 2755

400 1955

DL1L2L1

3
5
4
3

1
7
2

1
7
7
1

1
0
0
0

1
9
5
.
5

4
9
8
.
5

3
0
6

1
1
1
7

5
0
0

200
1964.8

400

8.0%

6
5
0

G1L

1064.8
900

H1 K1

S2

LEVEL

6
0
0

1
0
4

5
5
0

1
0
0

L5

L4

18

安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工排水装置(その6)(参考図) S=1:60
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P4-A2 上部工排水装置(その6)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道
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直管詳細
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φ25フレキシブルチューブ
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六角異径ニップル 20Ax25A(P.P)

1
1
1
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1
5

6
8

排水管 VP 50A

水栓ソケット VP 25A

製作数:12

S=1:10"a"部詳細

"a"

"b"部詳細 S=1:10

φ
6 0

VP 50Ax120
100

ソケット 50A

ビニール溶接

1-VP 50Ax120(スリーブ無し)

加工管詳細

1
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1
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5
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1
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製作数:1
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φ
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製作数:1

2
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3

5

7

8

9

2261.4
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2663.6

646.7

2437.7

997.4

2031.9

11 676.3

12 2636.0
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3353.3

1562.3

3002.6

1968.1

3323.7

1364.0

3361.2

2577.5

3155.0

17 767.5 3232.5

製作数:4
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蓋

塩ビ溶接蓋

塩ビ溶接 蓋

塩ビ溶接

安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工排水装置(その7)(参考図) S=1:40

1-VP 200Ax1775(スリーブ付)

φ216

"b"

"c"

"c"部詳細 S=1:10

製作数:2

φ
2 5

水栓ソケット VP 25A

排水管 VP 200A

六角異径ニップル 20Ax25A(P.P)

フレキシブルチューブ
φ25 (樹脂製)
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2540<2578.
7>

R600

L9

製作数:1<1>

< L10 >

10.0%

10.0%

蓋

塩ビ溶接

P4-A2 上部工排水装置(その7)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

9872
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製作数:2<2>
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支持金具詳細図
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1-PL 100x6x90(SM400A)
1-PL 100x6x253<249>
2-PL 100x6x485
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19x40 長孔(CONN側)
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クロロプレンゴム t=3mm
(両面テープで貼り付け)
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製作数:2<3>
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1-PL 100x6x120(SM400A)

2-BN M12x35(2-W)
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製作数:n

1.特記なき材質は全てSS400とする。
注記

2.※印以外の部材は、全て溶融亜鉛めっき処理とする。
　亜鉛の膜厚は、
　鋼板・形鋼    1≦ｔ＜2  JIS H 8641 HDZT49

3.ナットは、全てゆるみ止め機能付ナットを使用する。

　              2≦ｔ＜3  JIS H 8641 HDZT56
　              3≦ｔ＜5  JIS H 8641 HDZT63
                5≦ｔ＜6  JIS H 8641 HDZT70
　              6≦ｔ     JIS H 8641 HDZT77
　ボルト・ナット類は、    JIS H 8641 HDZT49とする。
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※
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製作数:2<2>

K1 < K2 >

4.80%

4-BN  M16x55(2-W)

2-L 75x75x6x429<461>
2-PL 100x6x483
4-BN  M16x45(2-W)

4-打込式アンカー M16x125

2-PL 100x9x140(SM400A)
1-PL 75x9x159<158>(SM400A)

2-PL 100x9x282(SM400A)
1-PL 75x9x147<148>(SM400A)

安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工排水装置(その8)(参考図) S=1:20
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P4-A2 上部工排水装置(その8)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道
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φ
7
0

φ
6
0

VP 50A ソケット 50A

ソケット 50A

ソケット詳細

製作数:43

φ
2
5

フレキシブルチューブ φ25

(樹脂製)

異径ニップル 50Ax20A(SUS304)

水栓ソケット 50A

VP 50A

102

63

φ
6
0

φ
7
0

製作数:4

水栓ソケット 50A

安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工排水装置(その9)(参考図) S=1:10

キャップ付(φ60ｘ2.3t)

床　版

寸　　　法

φ34.0 x 8 x 35

φ42.7 x 8 x 70

本体構成部品

本体構成部品

本体構成部品

本体構成部品

本体構成部品

SDキャップ

固　定　金　具

目詰り防止フィルタ－

固定金具

4

5

3

2

1

部　材　名

床版用排水管部材表

4

備　　　　　考

鋼管（亜鉛めっき仕上げ）

鋼管（亜鉛めっき仕上げ）

鋼管（亜鉛めっき仕上げ）

鋼管（亜鉛めっき仕上げ）

スプリングフィルタ－(SUS304)

(普通鉄線)

樹脂製

樹脂製

SDキャップ

2

3

5

(フレキシブルチュ－ブ)

1
3
0

7
0

2
0

床
版

厚
2
3
0
～

4
10

5

φ60

φ100

φ34.0 x 8 x 90

φ42.7 x 8 x 130

φ40.0 x 80

φ6(φ44リング状)

φ100 x 45

φ42.7

5

1
8

3
5
2
7

8
0

床版下面

φ25

3
5

φ40

SDL1～SDL8,SDR1～SDR8
制作数:16

床
版
打
設
後
  
  
に
交
換

1

1

1
0
～

1
9
0

φ18床版用導水管

φ100

5

φ60

SDキャップ

10044

固定金具

フレキシブル管φ25詳細

3
0

L

袋ナット(C3604)4号<ゴムパッキン付き>

(樹脂製)

SDL9,SDR9
制作数:2

1
8

3
5
2
7

8
0

床版下面

φ40

5

キャップ付(φ60ｘ2.3t)

寸　　　法

φ34.0 x 8 x 35

85°エルボ管

本体構成部品

本体構成部品

本体構成部品

本体構成部品

SDキャップ

固　定　金　具

目詰り防止フィルタ－

4

3

E

1

部　材　名

床版用排水管部材表
備　　　　　考

鋼管（亜鉛めっき仕上げ）

鋼管（亜鉛めっき仕上げ）

鋼管（亜鉛めっき仕上げ）

スプリングフィルタ－(SUS304)

(普通鉄線)

樹脂製

φ34.0 x 8 x 90

φ6(φ44リング状)

φ100 x 45

本体構成部品

本体構成部品

4

5

鋼管（亜鉛めっき仕上げ）

樹脂製

φ42.7 x 8 x 110

φ40.0 x 80

-1

-2

φ42.7 x 8 x 150 鋼管（亜鉛めっき仕上げ）

5

3

E 3 3 3

E4 -14 -1

4 -2

φ25

550

2
0

5
0

固定金具

床
版

厚

床　版

固定金具

排水パイプ

(フレキシブルチュ－ブ)

φ100

φ60

5

φ18床版用導水管 床
版
打
設
後
  
  
に
交
換

1

床版水抜き管詳細

φ
2
3
1
.
5

200

570.5

198.5172

φ
2
1
6

製作数:4

(200A)

EX1

伸縮継手詳細

P4-A2 上部工排水装置(その9)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道
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排水桝詳細図
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フック用 RB φ6
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2

4
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1
8

4-M12 タップ孔

上桝ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ固定用

8

2-18x36長孔

上下桝固定用
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4
.
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4
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.
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71.5

1255
4.5

エンドプレート

 FB 50x4.5

35.3

431

7
1
.
5

5
5

4
.
5

1
2

198 34.6 198

26.5 378 26.5

431

2
6
.
5

2
3
7

2
6
.
5

下桝連結チェーンフック

 RB φ6

ツイストバー

 8x8

4-φ20孔

ベアリングバー

 I 7x4 H=55

CR 44x12x198
FB 44x4.5x431

3

c部

8.0<-8.0>%

8.0<-8.0>%

材 料 表
番号 部 品 名 称 材　　　質 寸　　　　法 個数 質 量 備　　　　　考

1 本体上部 SS400 458*318*100 1 13.4 溶融亜鉛めっき(HDZ55)

2 本体下部 FRP 520*380*390 1 9.0

3 グレーチング SS400 431*290*55 1 12.1 溶融亜鉛めっき(HDZ55)，フラットバー含む

4 アンカーバー SS400 φ16*110 4 0.7

5 調整ボルト M16*L 4 0.9

6 調整ボルト M16*L 2 0.6

7

8 クラドレーン ポリエステル φ20 1 ―

9 固定ボルト M12*30 4 0.2

10 アイボルト M8 1 ―

チェーン φ5*150 1 ―

１組分の合計質量 36.9 kg

11 2-シャックル含む

ナット含む

ナット含む

型枠管 PVC VUφ200 1 ―

SUS304

SUS304

SUS304

SUS304

SUS304

安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工排水装置(その10)(参考図) S=1:10

P4-A2 上部工排水装置(その10)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント
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長　野　自　動　車　道
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安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 下部工排水装置(その1)(参考図) S=1:100
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／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道
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A2橋台

G1側面図 G2側面図

平面図

正面図

安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 下部工排水装置(その2)(参考図) S=1:100
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P4-A2 下部工排水装置(その2)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道
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安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 下部工排水装置(その3)(参考図) S=1:40
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／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道
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安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工検査路(その1)(参考図) S=1:200

全体配置図
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梯子 A

注記）

1.検査路、梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。
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P4-A2 上部工検査路(その1)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道
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安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工検査路(その2)(参考図) S=1:20

標準部ユニット図

注記）

1.検査路の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。
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P4-A2 上部工検査路(その2)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋
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安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工検査路(その3)(参考図) S=1:20

中間支点部ユニット図

注記）

1.検査路、梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。
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／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

P4-A2 上部工検査路(その3)(参考図)
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安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工検査路(その4)(参考図) S=1:20

端支点部ユニット図

注記）

1.検査路、梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。
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安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工検査路(その5)(参考図) S=1:10

各部詳細図

注記）

1.検査路の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。
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安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工検査路(その6)(参考図) S=1:10

梯子詳細図(1)

注記）

1.梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。
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P4-A2 上部工検査路(その6)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社
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安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 
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安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工検査路(その7)(参考図)S=1:10

梯子詳細図(2)

注記）

1.梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。
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安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工検査路(その8)(参考図) S=1:10
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注記

1.特記なき材質は、全て SS400とする。

2.特記なきスカーラップは、全て50Rとする。

2-FLG PL 120x9x782(SM400A)

1-RIB PL LL1x9xLL5(SM400A)

1-RIB PL LL2x9xLL6(SM400A)

1-RIB PL LL3x9xLL7(SM400A)

1-RIB PL LL4x9xLL8(SM400A)

4-BN M16x45(2-W)

S=1:10安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工検査路(その9)(参考図)
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P4-A2 上部工検査路(その9)(参考図)
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設計会社名
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東日本高速道路株式会社　関 東 支 社
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S=1:10安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 上部工検査路(その10)(参考図)

P4-A2 上部工検査路(その10)(参考図)
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56005400

注記）

1.検査路、梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

  ブラケットの表面処理は､熱硬化性アクリル樹脂系または

  これと同等以上の塗料による膜厚30μm以上の塗装とする。

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 下部工検査路(その1)(参考図)　S=1:50

P5橋脚 配置図

検査路ユニット総括表　P5橋脚

ユニット番号 ユニット長

(mm)

ユニット幅

(mm)

主桁サイズ

(mm)

ユニット数

（基）

延　　長

(mm)

1 P5-1 1890 669 H=100 1 1890

2 P5-2 2500 669 H=100 4 10000

3 P5-3 2500 669 H=100 1 2500

4 P5-4 1750 669+250 H=68.5, 100 1 1750

5 P5-5 2409 669 H=100 2 4818

6 P5-6 2409 669 H=100 1 2409

7 P5-7 2000 669 H=100 1 2000

8 P5-8 1640 669 H=100 1 1640

9 P5-9 2500 669 H=100 1 2500

10 P5-10 2659 669 H=100 1 2659

合　計 14 32166

ブラケット総括表　P5橋脚

ブラケット数

（本）

アンカー本数

(本)

1 ブラケットA1 7 42

2 ブラケットA2 3 18

3 ブラケットB1 1 6

4 ブラケットB2 1 6

5 ブラケットC1 3 18

6 ブラケットC2 3 18

7 ブラケットD1 1 5

8 ブラケットD2 1 5

梯子総括表　P5橋脚

梯子長

(mm)

基  数

（基）

アンカー本数

(本)

1 梯子 A 1600 1 4

2 梯子 B 1450 1 -

3 梯子 C 1450 1 -

付帯設備他総括表　P5橋脚

設置数

(枚)

1 渡り板 A 4

2 躯体側用塞ぎ板 A 1

3 躯体側用塞ぎ板 B 1

4 躯体側用塞ぎ板 C 1

5 躯体側用塞ぎ板 D 1

LEVEL

250 1400 1400 250

1019 1269

ブラケットA1 ブラケットA1ブラケットA2

3
7
5

3
7
5

3
5
01
1
0
0

1
0
0

1
0
0

平 面 図

G1 G2

5600 5400
梯子 A

渡り板 A
A6005CS-T5

渡り板 A
A6005CS-T5

1
0
7
9

2
5
0

2
4
0
9

9
5
0

2
5
0

9
5
9

2
5
0

2
0

P5-10

P5-5

ブラケットA1

ブラケットA2

ブラケットA1

P
5
橋

脚

A
2
橋

台
側

P
4
橋

脚
側

2
4
0
9

9
5
0

2
5
0

9
5
9

2
5
0

2
4
0
9

9
5
0

2
5
0

9
5
9

2
5
0

2
0

P5-5

P5-6

ブラケットA1

ブラケットA2

ブラケットA1

3
7
5

3
7
5

3
5
01
1
0
0

1
0
0

1
0
0

3
7
5

3
7
5

3
5
01
1
0
0

1
0
0

1
0
0

3
7
5

3
7
5

3
5
0 1
1
0
0

1
0
0

1
0
0

250 1400 1400 250

1019 1019

ブラケットA1 ブラケットA1ブラケットA2

D

D

A

C

B - B 正 面 図

C

1890 2500 2500

1750 2500

1390250 250 2×1000=2000250 250

2500

1600250

1250 250 2×1000=2000250 250

6695020

2020669 50

P5-1 P5-2 P5-3

P5-4 P5-2

300

2500

1650250

P5-9

2500

2×1000=2000 250250

P5-2

2500

2×1000=2000 250250

P5-2

1640 2000

2020

250250250 2501140 1500

66950

P5-7P5-8
250 350

669 50

A

B B

950 900 2520 2000 870 1300 2110 350

1000 400510

460

100

6
2
0

ブラケットB1 ブラケットB2

ブラケットC1

ブラケットC2 ブラケットD1

ブラケットD2 ブラケットA1

ブラケットB1

ブラケットC1

ブラケットB2

ブラケットC2

ブラケットD1

ブラケットD2

ブラケットA1

渡り板 A
A6005CS-T5

2
6
5
9

1
0
8
0

2
5
0

ブラケットC1ブラケットC2 ブラケットC1 ブラケットC2 ブラケットA2 ブラケットA1ブラケットA1

3
7
5

3
7
5

3
5
0 1
1
0
0

1
0
0

3
7
5

1
4
5
0

2
7
0

3
7
5

3
7
5

3
5
01
1
0
0

1
0
0

1
0
0

3
7
5

3
7
5

3
7
5

3
5
0

1
0
0

1
1
0
0

1
0
0

3
7
5

3
7
5

3
5
0 1
1
0
0

1
0
0

1
4
5
0

2
7
06
2
0

6
2
0

E

E

E - E 断 面 図

F

F

LEVEL

A - A 正 面 図

350 1610 860 2000 2520 2110 350

ブラケットC2

400400

ブラケットC1

ブラケットA1

3
7
5

3
7
5

3
5
01
1
0
0

1
0
0

1
0
0

3
7
5

3
7
5

3
5
0 1
1
0
0

1
0
0

1
0
0

1200

ブラケットC1ブラケットC2ブラケットA1

ブラケットA2

510

450

100

3
7
5

3
7
5

3
7
5

3
5
0 1
1
0
01
4
5
0

2
7
0

350 250 1650 250

2500

600

120230

6
5
0

1
6
0
0

3
0
0

6
2
0

243

50 93

57

G

G

梯子 B

梯子 C

躯体側用塞ぎ板A
chPL6 5052P

躯体側用塞ぎ板B
L100x55x7 A6061S-T6

躯体側用塞ぎ板C
chPL6 5052P

躯体側用塞ぎ板D
L150x100x6 A6005CS-T5

渡り板 A
A6005CS-T5

3
7
5

3
7
5

3
5
0 1
1
0
0

1
0
0

1
0
0

6
5
0

3
0
03
7
5

3
7
5

3
5
01
1
0
0

1
0
0

1
0
0

669 350

669100

1
6
0
0

梯子 B 梯子 C

P5橋脚

A2橋台側 P4橋脚側

G - G 断 面 図
P5橋脚

P4橋脚側

"a"

250

350

3503001600250

2500

600

150 150

3
7
5

3
7
5

3
7
5

3
5
01
1
0
0 1
4
5
0

2
7
0

梯子 C

梯子 B
梯子 A

C - C 側 面 図 D - D 側 面 図
P5橋脚

A2橋台側P4橋脚側

P5橋脚

A2橋台側 P4橋脚側

F - F 断 面 図
P5橋脚

A2橋台側
梯子 A

669100

100

LEVEL

LEVEL

5
9

5
0

2
3
0

スペーサー
FB-75x100xt6
アルミ合金材

"a"部詳細 S=1:10

1
2
1

P4-A2 下部工検査路(その1)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社
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図　示
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注記）

1.検査路、梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

  ブラケットの表面処理は､熱硬化性アクリル樹脂系または

  これと同等以上の塗料による膜厚30μm以上の塗装とする。

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 下部工検査路(その2)(参考図)　S=1:50

A2橋台 配置図(1)
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検査路ユニット総括表　A2橋台

ユニット番号 ユニット長

(mm)

ユニット幅

(mm)

主桁サイズ

(mm)

ユニット数

（基）

延　　長

(mm)

1 A2-1 2250 669 H=100 1 2250

2 A2-2 1710 669+250 H=68.5, 100 1 1710

3 A2-3 2250 919 H=100 2 4500

4 A2-4 2000 669 H=100 1 2000

5 A2-5 1750 669 H=100 1 1750

6 A2-6 1750 669+250 H=68.5, 100 1 1750

7 A2-7 2500 669 H=100 1 2500

8 A2-8 2449 669 H=100 1 2449

9 A2-9 2500 669 H=100 1 2500

10 A2-10 2119 669 H=100 1 2119

11 A2-11 1750 669 H=100 1 1750

12 A2-12 1750 669 H=100 1 1750

13 A2-13 2142 669 H=100 1 2142

合　計 14 29170
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ブラケット総括表　A2橋台

ブラケット数

（本）

アンカー本数

(本)

1 ブラケットA1 6 36

2 ブラケットA2 4 24

3 ブラケットD3 2 10

4 ブラケットD4 2 10

5 ブラケットE 2 14

6 ブラケットF 2 10

梯子総括表　A2橋台

梯子長

(mm)

基  数

（基）

アンカー本数

(本)

1 梯子 A 1600 1 4

2 梯子 D 2500 1 4

3 取っ手 A 700 1 4

付帯設備他総括表　A2橋台

設置数

1 マンホール A 1(基)

2 渡り板 B(CUT) 2(枚)

3 躯体側用塞ぎ板 D 2(枚)
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P4-A2 下部工検査路(その2)(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社
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図　示
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注記）

1.検査路、梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

  ブラケットの表面処理は､熱硬化性アクリル樹脂系または

  これと同等以上の塗料による膜厚30μm以上の塗装とする。

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 下部工検査路(その3)(参考図)　S=1:50

A2橋台 配置図(2)
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注記）

1.検査路の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

  ブラケットの表面処理は､熱硬化性アクリル樹脂系または

  これと同等以上の塗料による膜厚30μm以上の塗装とする。

2.ボルト類はA2-50以上とする。

  ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.水抜き孔はφ10とし、1m毎に配置とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 下部工検査路(その4)(参考図)　S=1:10
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安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 下部工検査路(その5)(参考図)　S=1:10

ブラケット詳細図(1)

注記）

1.ブラケットの表面処理は､熱硬化性アクリル樹脂系または

  これと同等以上の塗料による膜厚30μm以上の塗装とする。

2.ボルト類はA2-50以上とする。ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。
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安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 下部工検査路(その6)(参考図)　S=1:10

ブラケット詳細図(2)

注記）

1.ブラケットの表面処理は､熱硬化性アクリル樹脂系または

  これと同等以上の塗料による膜厚30μm以上の塗装とする。

2.ボルト類はA2-50以上とする。ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。
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注記）

1.梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.強度区分の表記無きボルト類はA2-50以上とする。

　ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.※部梯子幅は防寒着対応仕様とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。

安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 下部工検査路(その7)(参考図)　S=1:20

梯子詳細図(1)
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P4-A2 下部工検査路(その7)(参考図)
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注記）

1.梯子の表面処理は､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

2.強度区分の表記無きボルト類はA2-50以上とする。

　ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナットは全て弛み止めナットとする。

5.※部梯子幅は防寒着対応仕様とする。

6.図中寸法は現場確認の上、決定のこと。
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4

P4-A2 下部工検査路(その8)(参考図)
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図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道

9896

96  / 98



5
6
8

1
6
8

3
1
0

9
0

750

開口幅 640

平 面 図 B - B

A - A

6
7
2

5
5
5
0

5

開
口

幅
 
5
6
0

73510 5

750

(1
20
°
)

(1
04
9)

A

B

B

A

マンホールA詳細図
(製作数:1組)

注記）

1.マンホールについては､JIS H 8602 A2アルマイト処理(シルバー色)とする｡

　若しくは､熱硬化性アクリル樹脂系またはこれと同等以上の塗料による

　膜厚30μm以上の塗装とする。

2.強度区分の表記なきボルト類はA2-50以上とする。ただし、ビス類はA2とする。

3.ボルト、ビス類は亜鉛アルミ複合皮膜を施すこと。

4.ナット類は全て弛み止めナットとする。

絶縁シート(t=1)

絶縁シート(t=1)

六角ボルト
M8x40
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丸落し
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M10 首長アイボルト
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M10 アイボルト
SUS

シャックル
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チェーン(サイズ5)
SUS

回転取手
SUS

安曇野北インターチェンジランプ橋 P4-A2 下部工検査路(その9)(参考図)　S=1:20

P4-A2 下部工検査路(その9)(参考図)
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図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道
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橋名板、橋歴板取付位置図 S= 1:15
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（参考）橋名板 S= 1:7.5
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橋名板②交差物名称

高欄内側

橋名板① 橋名板②
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皿ボルト

M10×40

注）

· 橋名板および橋歴板に用いる材質は表面に透明の高耐候性

フィルムにより被覆したアルミニウム板（JIS H 4000 A

5052 P）を標準とする。

· 橋名板および橋歴板に用いる色は黒地に金色とし、縁につ

いても同様に金色とする。

· 橋名板および橋歴板の字体は丸ゴシックとする。

· 橋梁名称は仮称であるため、工事実施時に確認すること。

○ ○ 橋

２０ ○ ○ 年 ○ ○ 月

長　野　県

道　示（２０１７）B活荷重

使用鋼材：○ ○ ○ ○

設　　計：○ ○ 株式会社

　　　　　（管理技術者氏名○○ ○○）

製　　作：○ ○ 株式会社

　　　　　（監理技術者等氏名○○ ○○）

施　　工：○ ○ 株式会社

　　　　　（監理技術者等氏名○○ ○○）

橋  名  板 S=1:3
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セラミックインサート(M10)
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(※)

26

(ねじ切り長)

注）※印はセラミックインサートのゴムパッキン厚を示す。

　　ゴムパッキンは、橋名板及び橋歴板取り付け前に取り外すこと。

取付ボルト詳細図 S=1:1.5
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安曇野北インターチェンジランプ橋　橋名板・橋歴板(参考図)

橋名板・橋歴板(参考図)

／

図面の種類

縮　　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図面番号

東日本高速道路株式会社　関 東 支 社

長　野　工　事　事　務　所

図　示

安曇野北インターチェンジランプ橋（鋼上部工）工事 

株式会社　千代田コンサルタント

安曇野北インターチェンジランプ橋

長　野　自　動　車　道
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